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203 第 468回千葉医学会例会，第 21回千葉皮膚科臨床談話会 
報告する。
第 l例: 46歳農家家婦。 ブョに刺された後，左眼直
下から頬部にかけ米粒大ないし小豆大の丘疹を多発し
た。
第 2例: 48歳農家家婦で右前腕に肉芽腫を多発。本
症は，教室木村が星世状小体を証明している。
第 3例:57歳，魚屋でかつては農業であった。左手関
節伸側に 45x45mmなぼ円形の肉芽腫を l個みる。
第4例:45歳。農家家婦で右前腕，尺骨側にリンパ管
に泊って 5個の肉芽腫が配列，本症はヨードカリ 0.6g内
服 1週間で廠痕治癒するも 3カ月後に再発した。再検し J
たところ今回は組織培養陰性で， PAS陽性胞子も見い
だしていない。
第5例:60歳農家家婦，右栂指先端を針で刺し1素直を
起こし治療中に右前腕に相ついで 5個の皮疹が出現し
た。
第 6例: 4歳農家子弟，右頬部に虫岐症の後に皮下膿
虜出現。 
6. Bleomycin治験
番場秀和
症例 1:75歳，女。顔面右半分を覆う有牒細胞末期症
例， BLM 300 mg (15 mg週 2回静注)投与にて腫痛
の著明な縮小をみた。初回投与時軽度の発熱をみたほ
か，居、むべき副作用をみなかった。
症例 2:9歳，女児。色素性乾皮症に続発した有株細胞
癌末期症例。 BLM127.5 mg (7.5 mg週 2回静注)投与。
若干の腫療の軽快をみた。
症例 3: 69歳男。右足蝶の悪性黒色腫に BLM使用
(投与法症例 lと同じ)。爪甲の色素沈着斑，手指皮膚の
硬化をみた。腫、虜には著しい変化なし。
症例 4: 53歳男。難治性尋常性乾癖。 BLM 75mg 
(15mg静注週 2回)投与にて著明な皮疹の軽快をみた。
討論
番場(秀): 中止した場合 2ヵ月後に Rezidivをみて
いる。また Bleomycin の作用機序は， D.N.A. の 
double strand に直接結合する点にあるといわれてい
る。 
7. 乳児に単発した石灰化上皮腫の 1例
滝沢和彦
両者聞に移行が認められ， Kossa染色により shadow 
cellの部位に ca1cificationを証明できた。基質の巨細
胞性反応は乏しかった。なお乳児に発生した例として
は，外国では FIRKTの2カ月の例， BINGUL & HELWIG 
の8ヵ月の例，本邦でも，王，佐藤の 7ヵ月の症例が散
見されるにすぎない。
追加:山崎勲
臨床上石灰化上皮腫と診断されたもの 9例を集め検査
したところ典型例 6例，上皮成分のない結合織の石灰沈
着すなわち限局性石灰沈着症 2例，粉癌の内容の石灰化
した皮膚結石 1例を得た。そのほか上皮腫療では汗管
腫，円柱腫に石灰沈着を認めた例もある。 
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生後2日の女児。家族歴は姉が同じく本症を患ってい
た。その他異常なし。生下時体重 3000g，頭位分娩。皮
疹はすでに生下時より認められ，躯幹，四肢に潮紅，丘
疹，小水庖，小膿庖を形成していた。小膿庖よりの培養
は陰性であった。皮疹は飛沫状ないし飛石状であった。
組織所見では水庖は表皮内にあり。一部は表皮下までお
よび，水宿内に散在する細胞はほとんど好酸球であっ
た。またこの患者は眼科的に異常なく，爪甲も正常であ
った。 
9. 2，3の薬疹例について
田辺義次・松葉幹夫
第 l例:親子例，母親はピラピタールで， flare-upを
起こす固定疹，子供は生後 9ヵ月の乳児で，臨床所見は
色素性専麻疹を思わす皮疹であった。レダキンシロップ
投与により誘発試験に成功した。本側のごとき乳児にお
ける発生はきわめて少なく，免疫生物学的背景を想定す
るにはなはだ興味深い。
第2例:兄弟例。薬疹に気づいたのは一年前からで，
兄はピラピターJレ，弟はフェノパJレピターJレにて flear-
upを見た。 日常の薬疹外来で予想、に反して少ないのが
同胞例である。
第 3例:ピラピターJレ疹のうちで，アミノピリン，あ
るいはフェノパルピタールにも陽性という例は少ない。
ピラピタールの構造を考えれば，当然重複して陽性とな
ると思われるのだが，実際にあまり見ることがない。 65
生後 10ヵ月の女子の左側眼皆部に単発した石灰化上 歳女子で，ピラビタール(+)，フェノパルピタール(+
皮腫の l例を報告する。腫癖は，組織学的に典型的であ アミノピリン(-)であった。
り，真皮深層に， うすい結合織性の被膜につつまれて 
basophilic cellおよび shadow cellの集団があり，
)， 
